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hydrogenolysis で容易に除去できる。一方で、不斉源のユニットは 2-hydroxyethyl ether であることから、その構造
を利用した除去も可能である。すなわち、分子内ハロエーテル化反応で得られる化合物に組み込まれた不斉源のユニ
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ニットを高次に利用した天然物（＋）-Sch 642305 の効率的な不斉全合成を検討し、 
・不斉源のユニットを利用することで、α,β-不飽和ケトンのα′位に対するアルキル化反応が立体選択的に進行し、
効率的にアルキル鎖を導入することに成功した。 
 ・キサントゲン酸エステルのラジカル還元が、水溶性ラジカル開始剤 VA-044 を用い、連鎖担体として（TMS）3SiH 
を用いることで効率的に進行することを見出した。 
・Ethoxyvinyl ester を経る 10 員環マクロラクトン形成反応が、非常に温和な条件下に進行することを見出した。 








・不斉源の 2-hydroxyethyl ether ユニットが、CAN により効率的に脱保護できることを見出した。 
・鎖状ジエンアセタール類に対する分子内ハロエーテル化反応で立体選択的に得られる化合物は、光学活性テトラ
ヒドロフランの遠隔位炭素上に不斉中心を含んでいる。その構造的特徴を利用して、γ-ラクトンの遠隔位に不斉
点を有する天然物（＋）-rubrenolide および（＋）-rubrynolide の不斉全合成を達成した。 





物の不斉合成法（Chiral Auxiliary Multi-Use Methodology）を開発した。 
 まず、シクロヘキサジエンアセタールの分子内ハロエーテル化反応で新たに４個の不斉中心を構築した生成物をキ
ラルシントンとして用い、不斉源のユニットを高次に利用（立体選択性の誘起、および保護基として利用）すること





り、Chiral Auxiliary Multi-Use Methodology の有用性を示している。 
 以上の成果は、博士（薬学）の学位論文に値するものと認める。 
